
病理・細胞検査



病理・細胞検査精度管理報告 
 

一般社団法人福島県臨床検査技師会 
精度管理委員 
病理検査 加井 丈治 
細胞検査 二瓶 憲俊 

 
【はじめに】 

今年度は、病理検査は昨年と同じくフォトサーベイを行い、細胞検査は例

年通りフォトサーベイを出題しました。 
また、アンケートは今後の業務の参考になれば幸いです。 
 

【実施項目】 
○病理検査サーベイ 

フォトサーベイ ：５問 
アンケート ：EM 染色の状況、精度管理について、 
 
参加希望施設のみ ：特殊染色の EM 染色 
 

○細胞検査サーベイ 
フォトサーベイ ：５問 +教育症例１問 
アンケート ：今後、実施したい内容や感想 

 
【参加施設数】 
○病理検査サーベイ １９施設 
○細胞検査サーベイ １９施設 
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平成 29 年度病理検査サーベイ 

 
目 的 
１．病理検査技術の共有 
２．組織の構造など基礎知識の修練 
３．病理検査の運用に役立てる 

 
Ⅰ．フォトサーベイ  
設問分野 
基本的な包埋、薄切、HE 染色および組織像、免疫組織化学染色、 ５問 

 
評 価 
設問１～５が評価対象問題。 
「臨床検査精度管理調査フォトサーベイ評価法に関する日臨技指針」に基

づき行いました。 
 
 
Ⅱ．染色サーベイ 
各施設で作製した、正常と悪性腫瘍の境界部の EM 染色と HE 染色標本 
（2 症例） 

 
EM 染色の判定項目 
①標本の基本（汚れ、封入剤、気泡、コンタミ、しわ、切片の剥離、 

標本の厚さ） 
②染色性（ムラ、共染、核と細胞質） 
③弾性線維の染色性（薄い、適度、濃い） 
④筋・膠原線維に関する染色性のバランス：赤、グリーン、共染、 
筋線維、膠原線維（薄い、適度、濃い、共染） 

⑤標本全体の総合評価：（良、可、不可） 
 
 
 
 
 
 

設問・正解・解説 
 

設問１ 

写真に示した標本の原因として考えられるのはどれか。 
 

１．ホルマリン固定不良 
２．脱脂不良 
３．面出し不良 
４．ブロックの過冷却 
５．石灰化 

×2.5 ×10 
 
 

正解； ４．ブロックの過冷却 
チャタリングのアーチファクトです。すだれ状のひび割れが等間隔で平行に

見られます。組織中に硬い所が入り混じっている場合や、ブロックの温度が低

すぎることで、ブロックの硬度が高くなり刃先が振動して起こります。また、

薄切時にカセットホルダーや替刃の固定ネジなどの緩みなどで、薄切時に刃全

体が振動し起こることもあります。 
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設問２ 

HE 染色の組織像です。標本中に見られる赤い矢印で示したものは次のうちどれ

ですか。 
 

１．石灰化 
２．壊死物質 
３．寄生虫卵 
４．真菌 
５．縫合糸 

×2.5 ×20 
 
 

正解； ５．縫合糸 
縫合糸の混入のアーチファクトです。HE 染色で組織内部に染色されない、白

色、同一形状で束状になった無構造物が見られます。手術時の縫合糸が残って

いる状態です。検体処理の時に、気がついた時出来るだけ糸を取ったほうが、

薄切時困らないと思います。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

設問３ 

前立腺生検の HE 像です。前立腺癌の診断に必要と思われる免疫組織化学染色

は、次のうちどれですか。（複数回答可） 
 
１．CEA ２．EMA ３．34βE12  ４．p63  
５．Vimentin ６．SMA ７．ER ８．PgR  
９．CD30  10．AMACR(p504s) 

 ×2.5 ×10 
 
 

正解； ３．34βE12 ４．p63 10．AMACR(p504s) 
正常の前立腺は、腺上皮細胞と基底細胞の 2 種類から構成されています。一

方で前立腺癌は２相性の喪失がその診断に重要で、免疫染色によって基底細胞

の有無を確認するために 34βE12 で細胞質、p63 で核を染めます。また、

AMACR(p504s)は癌細胞の細胞質を染めて、前立腺癌の診断に用いられていま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 220 ―



 
 

設問２ 

HE 染色の組織像です。標本中に見られる赤い矢印で示したものは次のうちどれ

ですか。 
 

１．石灰化 
２．壊死物質 
３．寄生虫卵 
４．真菌 
５．縫合糸 

×2.5 ×20 
 
 

正解； ５．縫合糸 
縫合糸の混入のアーチファクトです。HE 染色で組織内部に染色されない、白

色、同一形状で束状になった無構造物が見られます。手術時の縫合糸が残って

いる状態です。検体処理の時に、気がついた時出来るだけ糸を取ったほうが、

薄切時困らないと思います。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

設問３ 

前立腺生検の HE 像です。前立腺癌の診断に必要と思われる免疫組織化学染色

は、次のうちどれですか。（複数回答可） 
 
１．CEA ２．EMA ３．34βE12  ４．p63  
５．Vimentin ６．SMA ７．ER ８．PgR  
９．CD30  10．AMACR(p504s) 

 ×2.5 ×10 
 
 

正解； ３．34βE12 ４．p63 10．AMACR(p504s) 
正常の前立腺は、腺上皮細胞と基底細胞の 2 種類から構成されています。一

方で前立腺癌は２相性の喪失がその診断に重要で、免疫染色によって基底細胞

の有無を確認するために 34βE12 で細胞質、p63 で核を染めます。また、

AMACR(p504s)は癌細胞の細胞質を染めて、前立腺癌の診断に用いられていま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 221 ―



 
 

設問４ 

HE 染色のルーペ像です。黄線内の現象について最も適切な説明を選択して 
ください。  
 

１．病変部に見られる特異的な像 
２．心臓組織に特徴的な像 
３．薄切時の面だし不足によるアーチファクト 
４．薄切時のチャタリングによるアーチファクト 
５．染色時の組織剥離によるアーチファクト 

標本ブロック ルーペ像 
 
 

診断； ３．薄切時の面だし不足によるアーチファクト 
組織の一部が出ていない、面だし不足によるアーチファクトです。薄切時のブ

ロックの面だしの確認不足で起こります。薄切時に、ブロックへの光の反射を

利用して、組織全面が出ているかを確認しながら薄切します。また、包埋で必

ずしもまっすぐに埋めてあるとは限らないので、切り出し時の記憶をたどりな

がら、必要な部位が間違いなく標本となり薄切されるように調整します。  
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設問５ 

HE 染色像です。食道－小腸－虫垂－大腸－胆嚢の順番となる組み合わせを選択

してください。 
 

 A ×2.5  A ×１０ 

B ×2.5  B ×１０ 

C ×2.5  C ×１０ 
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D ×2.5  D ×２０ 

E ×2.5  E ×１０ 
１．D－A－C－B－E 
２．D－A－B－E－C 
３．D－C－B－E－A 
４．D－E－C－B－A 
５．D－E－B－A－C 

 
 

正解； ２．D－A－B－E－C 
各組織像を問う設問である。いずれの写真においても粘膜に着目することが

肝要である。A では、輪状ひだ、丈の高い絨毛で構成されているので小腸に相

当します。B はリンパ小節が目立つ粘膜からなり虫垂の組織像に相当します。C
は単層円柱上皮からなり、粘膜筋板と粘膜下層を欠くので胆嚢の組織像に相当

します。 D は重層扁平上皮からなり食道の組織像に相当します。E は比較的平

坦な粘膜面から落ち窪んで陰窩が形成されています。またリンパ小節が点在し

ており大腸の組織像に相当します。 
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施設番号 設問１ 設問２ 設問４ 設問５

正解

正解率

病理検査フォトサーベイ　解答一覧表

設問３
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
施設番号

判      定

病理検査フォトサーベイ　検査評価
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脱パラフィン
流水水洗 10回洗浄
媒染液 30分
温水水洗 10回洗浄
95%アルコール1 30秒
前田変法レゾルシンフクシン液 60分
95%アルコール1 30秒
95%アルコール2 5分
流水水洗 10回洗浄
鉄ヘマトキシリン 1分
流水水洗 10回洗浄
0.2%塩酸70%アルコール 30秒
温水水洗 5分
0.75%オレンジG水溶液 5分
1%酢酸水 5回洗浄
マッソン液 30分
1%酢酸水 5回洗浄
2.5%リンタングステン酸 20分
1%酢酸水 5回洗浄
ライトグリーン酢酸液 10分
1%酢酸水 5回洗浄
脱水、透徹、封入

病理検査アンケート調査

 
各施設での EM 染色の状況、また今後、精度管理で実施したい染色について調査し

ます。 
 
（１）EM 染色 
① 実施していない 
② 実施している（次の設問も答えてください） 
１）染色の仕方 

① 用手法 ② 自動染色装置 ③ 用手・自動併用 
④ その他（ ） 

 
（２）EM 染色方法 

下記を参考に各施設の方法をお書きください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）EM 染色液 
各使用染色液管理に関して、市販既製品の時は試薬名、会社名、交換の目安・時期、 

継ぎ足しなど、自家調整液の時は成分・割合、交換の目安・時期、継ぎ足しなどを 
お書きください。 

①媒染剤 ②レゾルシン・フクシン液 
③ヘマトキシリン ④オレンジ G 
⑤マッソン ⑥リンタングステン酸 
⑦ライトグリーン ⑧その他（ ） 

 
（４）精度管理についてのご意見、ご要望をご記入ください。 
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Ｍ
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整
：
ご

記
入

下
さ

い

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
ブ

ア
ン

固
定

液
　

　
ピ

ク
リ
ン

酸
飽

和
水

溶
液

：
ホ

ル
マ

リ
ン

原
液

：
酢

酸
＝

1
5
：
3
：
1
の

割
合

で
調

整
　

　
調

整
液

は
3
7
℃

保
存

、
1
週

間
に

一
回

交
換

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
1
0
%
ト

リ
ク

ロ
ロ

酢
酸

＋
1
0
%
重

ク
ロ

ム
酸

カ
リ
ウ

ム
等

量
　

混
合

液

①
　

使
用

し
て

い
な

い

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
媒

染
剤

（
ア

ザ
ン

、
マ

ッ
ソ

ン
ト

リ
ク

ロ
ー

ム
用

）
：
 武

藤
化

学
交

換
時

期
：
マ

ッ
ソ

ン
の

赤
が

弱
く
な

っ
た

ら
交

換

①
　

使
用

し
て

い
な

い

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
1
0
％

ト
リ
ク

ロ
ロ

酢
酸

と
1
0
％

リ
ン

タ
ン

グ
ス

テ
ン

酸
の

  
　

等
量

混
合

液

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
媒

染
剤

（
武

藤
化

学
）

媒
染

剤
の

色
が

悪
く
な

っ
て

き
た

ら
交

換

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
1
0
％

重
ク

ロ
ム

酸
カ

リ
ウ

ム
水

溶
液

+
1
0
％

ト
リ
ク

ロ
ロ

 酢
酸

水
溶

液
 等

量
混

合
1
か

月
以

内
・
ブ

ロ
ッ
ク

4
0
0
個

分
使

用
後

（
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

も
確

認
）

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
３

％
重

ク
ロ

ム
酸

カ
リ
ウ

ム

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
媒

染
剤

 武
藤

化
学

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
1
0
%
重

ク
ロ

ム
酸

カ
リ
ウ

ム
(W

ak
o
)と

、
1
0
%
ト

リ
ク

ロ
ロ

 　
酢

酸
(W

ak
o
)を

等
量

混
合

す
る

交
換

目
安

：
約

4
週

間
(褐

色
調

が
増

し
た

ら
そ

の
都

度
　

交
換

)

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
1
0
％

ト
リ
ク

ロ
－

ル
酢

酸
と

1
0
％

重
ク

ロ
ム

酸
カ

リ
を

等
量

混
合

交
換

時
期

：
一

ヶ
月

毎
　

継
ぎ

足
し

無
し

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
1
0
％

重
ク

ロ
ム

酸
カ

リ
ウ

ム
液

+
1
0
％

ト
リ
ク

ロ
ル

  
  

  
　

酢
酸

液
の

等
量

混
合

液

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
1
0
%
重

ｸ
ﾛ
ﾑ

酸
ｶ
ﾘ
ｳ

ﾑ
液

と
1
0
%
ﾄﾘ

ｸ
ﾛ
ｰ

ﾙ
酢

酸
水

  
 　

溶
液

の
等

量
混

合
液

月
初

め
全

交
換

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
1
0
%
ト

リ
ク

ロ
ロ

酢
酸

水
溶

液
と

1
0
%
重

ク
ロ

ム
酸

水
  

 　
溶

液
の

等
量

混
合

液
交

換
時

期
：
8
週

間

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
1
0
％

重
ク

ロ
ム

酸
カ

リ
ウ

ム
水

溶
液

　
1
0
％

ト
リ
ク

ロ
ル

　
酢

酸
水

溶
液

　
等

量
混

合
3
か

月
で

交
換

　
継

ぎ
足

し

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
1
0
%
重

ク
ロ

ム
酸

カ
リ
ウ

ム
 ＋

 1
0
%
ト

リ
ク

ロ
ー

ル
酢

酸
 　

等
量

混
合

液
1
ヶ

月
で

交
換

①
　

使
用

し
て

い
な

い
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施
設

番
号

②
　

レ
ゾ

ル
シ

ン
・
フ

ク
シ

ン
液

②
　

市
販

既
成

製
品

：
ご

記
入

く
だ

さ
い

③
　

自
家

調
整

：
ご

記
入

下
さ

い

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
武

藤
化

学
　

冷
蔵

保
存

、
1
ヶ

月
に

一
回

交
換

　
室

温
下

で
使

用
、

使
用

後
は

蓋
を

パ
ラ

フ
ィ
ル

ム
で

密
閉

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
前

田
変

法
レ

ゾ
ル

シ
ン

フ
ク

シ
ン

液
（
武

藤
化

学
）

交
換

時
期

：
約

１
ヶ

月

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
前

田
変

法
レ

ゾ
ル

シ
ン

・
フ

ク
シ

ン
液

（
武

藤
化

学
）

【
約

２
カ

月
で

全
交

換
】

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
前

田
変

法
レ

ゾ
ル

シ
ン

フ
ク

シ
ン

液
：
武

藤
化

学
交

換
時

期
：
弾

性
繊

維
の

染
ま

り
が

薄
く
な

っ
た

ら
交

換

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
前

田
変

法
レ

ゾ
ル

シ
ン

・
フ

ク
シ

ン
液

試
薬

に
記

載
さ

れ
て

い
る

有
効

期
限

ま
で

使
用

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
武

藤
化

学
　

前
田

変
法

レ
ゾ

ル
シ

ン
・
フ

ク
シ

ン
液

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
前

田
変

法
レ

ゾ
ル

シ
ン

フ
ク

シ
ン

（
武

藤
化

学
）

弾
性

線
維

の
色

を
見

て
交

換
時

期
を

決
め

る

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
前

田
変

法
レ

ゾ
ル

シ
ン

・
フ

ク
シ

ン
液

（
武

藤
化

学
）

1
か

月
以

内
・
ブ

ロ
ッ
ク

4
0
0
個

分
使

用
後

　
　

（
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

も
確

認
）

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
武

藤
化

学

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
前

田
変

法
レ

ゾ
ル

シ
ン

・
フ

ク
シ

ン
液

  
武

藤
化

学
使

用
後

冷
蔵

庫
に

保
管

す
る

。

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
武

藤
化

学
  

交
換

目
安

：
約

2
か

月

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
前

田
変

法
レ

ゾ
ル

シ
ン

・
フ

ク
シ

ン
液

  
武

藤
化

学
株

式
会

社
交

換
時

期
：
三

ヶ
月

毎
  

継
ぎ

足
し

無
し

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
武

藤
化

学
　

前
田

変
法

レ
ゾ

ル
シ

ン
フ

ク
シ

ン
液

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
前

田
変

法
　

ﾚ
ｿ
ﾞﾙ

ｼ
ﾝ
ﾌ
ｸ
ｼ
ﾝ
液

　
武

藤
月

初
め

全
交

換

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
販

売
元

：
武

藤
化

学
株

式
会

社
商

品
名

：
前

田
変

法
レ

ゾ
ル

シ
ン

・
フ

ク
シ

ン
液

交
換

時
期

：
8
週

間

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
武

藤
化

学
　

前
田

変
法

レ
ゾ

ル
シ

ン
フ

ク
シ

ン
液

６
か

月
で

交
換

　
継

ぎ
足

し

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
前

田
変

法
レ

ゾ
ル

シ
ン

・
フ

ク
シ

ン
液

  
武

藤
化

学
そ

の
都

度
新

し
い

染
色

液
を

使
用

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
レ

ゾ
ル

シ
ン

・
フ

ク
シ

ン
粉

末
0
.2

g
2
%
塩

酸
7
0
%
ア

ル
コ

ー
ル

1
0
0
m

l
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施
設

番
号

③
　

ヘ
マ

ト
キ

シ
リ
ン

②
　

市
販

既
製

品
：
ご

記
入

下
さ

い
③

　
自

家
調

整
：
ご

記
入

下
さ

い

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）

ワ
イ

ゲ
ル

ト
の

鉄
ヘ

マ
ト

キ
シ

リ
ン

液
　

　
武

藤
化

学
　

・
ワ

イ
ゲ

ル
ト

の
鉄

ヘ
マ

ト
キ

シ
リ
ン

1
液

　
・
ワ

イ
ゲ

ル
ト

の
鉄

ヘ
マ

ト
キ

シ
リ
ン

2
液

　
　

1
液

と
2
液

を
等

量
混

合
　

　
室

温
保

存
、

1
週

間
に

一
回

交
換

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）

2
倍

カ
ラ

ッ
チ

ヘ
マ

ト
キ

シ
リ
ン

・
ヘ

マ
ト

キ
シ

リ
ン

（
メ

ル
ク

）
　

6
g　

　
　

　
　

　
・
カ

リ
ウ

ム
ミ

ョ
ウ

バ
ン

　
1
5
0
g

・
ヨ

ウ
素

酸
ナ

ト
リ
ウ

ム
　

1
.2

g　
　

　
　

　
　

・
グ

リ
セ

リ
ン

　
6
0
0
m

l
・
蒸

留
水

　
2
4
0
0
m

l 
  

  
  

  
  

  
  

  
 　

　
　

　
　

　
交

換
時

期
：
約

１
ヶ

月

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
Ⅰ

液
　

　
　

・
ﾍ

ﾏ
ﾄｷ

ｼ
ﾘ
ﾝ
　

　
5
ｇ
　

　
・
9
6
％

エ
タ

ノ
ー

ル
　

　
5
0
0
m

l
Ⅱ

液
　

　
　

・
塩

化
第

２
鉄

　
　

1
0
ｇ
　

　
・
2
5
％

塩
酸

　
　

5
m

l　
　

・
蒸

留
水

　
　

4
7
5
m

l
Ⅰ

・
Ⅱ

液
を

等
量

混
合

　
  

  
  

  
  

  
 【

約
１

週
間

で
全

交
換

】

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
ワ

イ
ゲ

ル
ト

鉄
ヘ

マ
ト

キ
シ

リ
ン

：
武

藤
化

学
交

換
時

期
：
腫

瘍
細

胞
の

核
染

が
弱

く
な

っ
た

ら
交

換

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
カ

ラ
ッ
チ

の
ヘ

マ
ト

キ
シ

リ
ン

　
　

1
か

月
間

で
交

換

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
ワ

イ
ゲ

ル
ト

鉄
ヘ

マ
ト

キ
シ

リ
ン

液

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
２

倍
カ

ラ
チ

ヘ
マ

ト
キ

シ
リ
ン

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
2
倍

カ
ラ

ッ
ツ

ィ
ヘ

マ
ト

キ
シ

リ
ン

　
　

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
確

認

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
ワ

イ
ゲ

ル
ト

の
鉄

ヘ
マ

ト
キ

シ
リ
ン

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
カ

ラ
ッ
チ

・
ヘ

マ
ト

キ
シ

リ
ン

　
武

藤
化

学

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）

Ⅰ
液

：
ﾍ

ﾏ
ﾄｷ

ｼ
ﾘ
ﾝ
(M

E
R

C
K

) 
1
g,

9
5
%
ｱ

ﾙ
ｺ
ｰ

ﾙ
　

1
0
0
m

l
Ⅱ

液
：
2
9
%
塩

化
第

二
鉄

水
溶

液
(W

ak
o
) 

4
m

l,濃
塩

酸
(W

ak
o
) 

1
m

l,蒸
留

水
 9

5
m

l
Ⅰ

液
と

Ⅱ
液

を
等

量
混

合
し

た
も

の
を

鉄
ﾍ

ﾏ
ﾄｷ

ｼ
ﾘ
ﾝ
と

し
て

使
用

す
る

。
交

換
目

安
：
2
週

間

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）

第
1
液

：
ヘ

マ
ト

キ
シ

リ
ン

1
ｇ
、

純
ア

ル
コ

ー
ル

1
0
0
ｍ

ｌ
第

2
液

：
2
9
％

塩
化

第
二

鉄
4
ｍ

ｌ、
濃

塩
酸

1
ｍ

ｌ、
  

蒸
留

水
9
5
ｍ

ｌ
第

1
液

と
第

2
液

を
等

量
混

合
交

換
時

期
：
二

週
間

毎
  

  
  

  
  

  
  

  
  

継
ぎ

足
し

無
し

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
サ

ク
ラ

フ
ァ
イ

ン
テ

ッ
ク

ジ
ャ

パ
ン

　
ヘ

マ
ト

キ
シ

リ
ン

3
G

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
ｻ

ｸ
ﾗ
 ﾍ

ﾏ
ﾄｷ

ｼ
ﾘ
ﾝ
3
G

　
ｻ

ｸ
ﾗ

週
初

め
全

交
換

（
但

し
、

新
品

で
は

な
く
H

E
染

色
で

使
用

し
た

液
を

再
利

用
）

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
2
倍

カ
ラ

ッ
チ

(H
E
染

色
と

共
用

)　
　

交
換

時
期

：
2
週

間

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
２

倍
カ

ラ
ッ
チ

ヘ
マ

ト
キ

シ
リ
ン

液
1
5
0
m

lに
酢

酸
を

2
m

l加
え

る
２

か
月

で
交

換
　

継
ぎ

足
し

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
ワ

イ
ゲ

ル
ト

鉄
ヘ

マ
ト

キ
シ

リ
ン

液
 A

液
 +

 B
液

等
量

混
合

　
　

武
藤

化
学

　
　

1
ヶ

月
で

交
換

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
カ

ラ
ッ
チ
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施
設

番
号

④
　

オ
レ

ン
ジ

G
②

　
市

販
既

製
品

：
ご

記
入

下
さ

い
③

　
自

家
調

整
：
ご

記
入

下
さ

い

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）

1
％

オ
レ

ン
ジ

Ｇ
　

和
光

　
オ

レ
ン

ジ
Ｇ

　
1
ｇ

　
　

　
　

酢
酸

　
　

　
　

2
～

3
滴

　
　

　
　

蒸
留

水
　

　
　

1
0
0
ｍ

ｌ
　

室
温

保
存

、
1
ヶ

月
に

一
回

交
換

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
1
%
オ

レ
ン

ジ
G

液
・
オ

レ
ン

ジ
G

（
メ

ル
ク

）
　

5
g 

  
・
蒸

留
水

　
5
0
0
m

l
・
酢

酸
　

1
0
滴

  
 交

換
時

期
：
約

１
ヶ

月

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
1
％

 オ
レ

ン
ジ

G
　

・
オ

レ
ン

ジ
G

 　
　

1
ｇ
  

 ・
蒸

留
水

　
　

　
1
0
0
m

l
　

・
酢

酸
　

　
　

　
　

2
滴

  
 【

約
１

カ
月

で
全

交
換

】

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
2
％

オ
レ

ン
ジ

G
液

：
武

藤
化

学
交

換
時

期
：
赤

血
球

の
染

色
性

が
弱

く
な

っ
た

ら
交

換

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
0
.7

5
％

オ
レ

ン
ジ

G
  

 半
年

間
使

用

①
　

使
用

し
て

い
な

い

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
0
.7

5
％

オ
レ

ン
ジ

G
液

（
武

藤
化

学
）
 5

%
リ
ン

タ
ン

グ
ス

テ
ン

酸
と

等
量

混
合

し
て

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
標

本
の

色
を

見
て

交
換

時
期

を
決

め
て

い
る

。

①
　

使
用

し
て

い
な

い

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
リ
ン

モ
リ
ブ

デ
ン

酸
(3

.5
％

）
・
オ

レ
ン

ジ
G

(2
％

）
混

合
液

①
　

使
用

し
て

い
な

い

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
ｵ

ﾚ
ﾝ
ｼ
ﾞG

(M
E
R

C
K

)を
1
%
濃

度
に

希
釈

し
、

1
5
0
m

lに
対

し
て

氷
酢

酸
を

2
,3

滴
加

え
て

か
ら

使
用

す
る

  
 交

換
目

安
：
約

1
か

月

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
1
％

オ
レ

ン
ジ

G
液

1
0
0
ｍ

ｌに
対

し
酢

酸
を

2
～

3
滴

  
 加

え
る

交
換

時
期

：
染

色
性

を
み

て
判

断
  

 継
ぎ

足
し

無
し

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
0
.7

5
％

オ
レ

ン
ジ

G
酢

酸
溶

液

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
0
.7

5
%
ｵ

ﾚ
ﾝ
ｼ
ﾞG

液
　

ｵ
ﾚ
ﾝ
ｼ
ﾞG

 3
.7

5
g 

蒸
留

水
 5

0
0
m

l 
酢

酸
 0

.5
m

l
月

初
め

全
交

換

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
0
.7

5
%
オ

レ
ン

ジ
G

0
.1

%
酢

酸
水

  
 交

換
時

期
：
8
週

間

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
オ

レ
ン

ジ
Ｇ

　
4
ｇ
　

リ
ン

モ
リ
ブ

デ
ン

酸
　

6
m

l　
蒸

留
水

　
2
0
0
m

l
６

か
月

で
交

換
　

継
ぎ

足
し

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
0
.7

5
%
オ

レ
ン

ジ
G

液
（
オ

レ
ン

ジ
G

 +
 蒸

留
水

）
  

 1
ヶ

月
で

交
換

①
　

使
用

し
て

い
な

い
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施
設

番
号

⑤
　

マ
ッ
ソ

ン
②

　
市

販
既

製
品

：
ご

記
入

下
さ

い
③

　
自

家
調

整
：
ご

記
入

下
さ

い

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
武

藤
化

学
  

 室
温

保
存

、
1
ヶ

月
に

一
回

交
換

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）

マ
ッ
ソ

ン
液

・
A

c
id

 R
e
d
 2

6
[ポ

ン
ソ

ー
R

]（
東

京
化

成
工

業
）
0
.6

g　
　

　
・
酸

フ
ク

シ
ン

（
和

光
）
　

0
.2

g
・
ア

ゾ
フ

ロ
キ

シ
ン

（
ク

ロ
ー

マ
社

）
　

0
.1

g　
　

　
・
酢

酸
　

1
m

l　
　

　
・
蒸

留
水

　
5
0
0
m

l
交

換
時

期
：
約

１
ヶ

月

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
マ

ッ
ソ

ン
液

　
・
ポ

ン
ソ

ー
・
ド

・
キ

シ
リ
ジ

ン
　

0
.6

ｇ
　

　
　

・
酸

フ
ク

シ
ン

　
0
.2

ｇ
　

・
ア

ゾ
フ

ロ
キ

シ
ン

　
0
.1

ｇ
  

 ・
酢

酸
　

1
m

l 
  

【
約

１
カ

月
で

全
交

換
】

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
マ

ッ
ソ

ン
染

色
液

A
：
武

藤
化

学
交

換
時

期
：
筋

繊
維

の
赤

が
弱

く
な

っ
た

ら
交

換

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
半

年
間

使
用

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
武

藤
化

学
　

マ
ッ
ソ

ン
染

色
液

B

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
マ

ッ
ソ

ン
染

色
液

B
（
武

藤
化

学
）

標
本

を
見

て
交

換
時

期
を

決
め

る

①
　

使
用

し
て

い
な

い

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
ポ

ン
ソ

ー
・
キ

シ
リ
ジ

ン
・
酸

フ
ク

シ
ン

液

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
1
%
ﾎ

ﾟﾝ
ｿ
ｰ

水
溶

液
(C

H
R

O
M

A
) 

3
0
m

l,1
%
酸

ﾌ
ｸ
ｼ
ﾝ
水

溶
液

(M
E
R

C
K

) 
1
5
m

l,
1
%
ｵ

ﾚ
ﾝ
ｼ
ﾞG

水
溶

液
(M

E
R

C
K

) 
1
0
m

l,0
.5

%
ｱ

ｿ
ﾞﾌ

ﾛ
ｷ

ｼ
ﾝ
水

溶
液

(C
H

R
O

M
A

) 
1
0
m

l,
酢

酸
(W

ak
o
) 

1
0
m

l,蒸
留

水
 2

0
0
m

l交
換

目
安

：
約

2
ヶ

月

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）

①
1
％

ポ
ン

ソ
ー

水
溶

液
　

　
　

②
1
％

酸
フ

ク
シ

ン
1
0
0
ｍ

ｌ＋
酢

酸
1
ｍ

ｌ
③

0
.5

％
ア

ゾ
フ

ロ
キ

シ
ン

1
0
0
ｍ

ｌ+
酢

酸
0
.2

ｍ
ｌ　

　
　

④
1
％

オ
レ

ン
ジ

G
水

溶
液

①
6
0
ｍ

ｌ+
②

2
0
ｍ

ｌ+
③

2
0
ｍ

ｌ+
④

2
0
ｍ

ｌを
混

合
蒸

留
水

4
0
0
ｍ

ｌ加
え

る
　

　
　

酢
酸

2
0
ｍ

ｌを
加

え
る

（
全

量
5
4
0
ｍ

ｌ）
交

換
時

期
：
染

色
性

を
み

て
判

断
  

 継
ぎ

足
し

無
し

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
１

％
ポ

ン
ソ

ー
水

溶
液

3
0
m

l+
１

％
酸

フ
ク

シ
ン

水
溶

液
1
5
m

l+
１

％
オ

レ
ン

ジ
Ｇ

水
溶

液
1
0
m

l+
0
.5

％
ア

ゾ
フ

ロ
キ

シ
ン

水
溶

液
1
0
m

l+
酢

酸
1
0
m

l+
蒸

留
水

2
0
0
m

l

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
ﾏ

ｯ
ｿ
ﾝ
液

ﾎ
ﾟﾝ

ｿ
ｰ

ｷ
ｼ
ﾘ
ｼ
ﾞﾝ

 0
.6

g 
  

 酸
ﾌ
ｸ
ｼ
ﾝ
 0

.2
g 

  
 ｱ

ｿ
ﾞﾌ

ﾛ
ｷ

ｼ
ﾝ
 0

.1
g

蒸
留

水
 5

0
0
m

l 
  

酢
酸

 1
～

1
.2

m
l 
  

月
初

め
全

交
換

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
販

売
元

：
武

藤
化

学
株

式
会

社
商

品
名

：
マ

ッ
ソ

ン
染

色
液

B
  

 交
換

時
期

：
8
週

間

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
ポ

ン
ソ

ー
・
キ

シ
リ
ン

　
0
.3

ｇ
　

酸
性

フ
ク

シ
ン

　
0
.1

ｇ
　

ア
ゾ

フ
ロ

キ
シ

ン
　

0
.0

5
ｇ

蒸
留

水
　

2
5
0
m

l　
酢

酸
　

1
m

l 
  

６
か

月
で

交
換

　
継

ぎ
足

し

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
マ

ッ
ソ

ン
染

色
液

A
  

 武
藤

化
学

  
 1

ヶ
月

で
交

換

①
　

使
用

し
て

い
な

い
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施
設

番
号

⑥
　

リ
ン

タ
ン

グ
ス

テ
ン

酸
②

　
市

販
既

製
品

：
ご

記
入

下
さ

い
③

　
自

家
調

整
：
ご

記
入

下
さ

い

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
2
.5

％
リ
ン

タ
ン

グ
ス

テ
ン

酸
　

和
光

　
リ
ン

タ
ン

グ
ス

テ
ン

酸
　

2
.5

ｇ
　

　
　

　
蒸

留
水

　
　

　
　

　
　

　
1
0
0
ｍ

ｌ

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
2
.5

%
リ
ン

タ
ン

グ
ス

テ
ン

酸
液

交
換

時
期

：
液

の
汚

れ
具

合
を

み
て

交
換

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）

2
.5

％
 リ

ン
タ

ン
グ

ス
テ

ン
酸

　
・
リ
ン

タ
ン

グ
ス

テ
ン

酸
 　

2
.5

ｇ
　

・
蒸

留
水

　
　

　
　

　
　

 　
1
0
0
m

l
【
濃

桃
色

～
赤

色
に

な
っ

た
ら

全
交

換
】

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
2
.5

％
リ
ン

タ
ン

グ
ス

テ
ン

酸
液

交
換

時
期

：
リ
ン

タ
ン

グ
ス

テ
ン

酸
液

が
赤

く
着

色
し

た
ら

交
換

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
2
.5

％
リ
ン

タ
ン

グ
ス

テ
ン

酸

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
2
.5

％
リ
ン

タ
ン

グ
ス

テ
ン

酸
液

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
5
％

リ
ン

タ
ン

グ
ス

テ
ン

酸
（
武

藤
化

学
）

①
　

使
用

し
て

い
な

い

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
2
.5

％
リ
ン

タ
ン

グ
ス

テ
ン

酸

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）

ﾘ
ﾝ
ﾀ
ﾝ
ｸ
ﾞｽ

ﾃ
ﾝ
水

溶
液

(W
ak

o
)を

2
.5

%
の

濃
度

に
し

て
使

用
交

換
目

安
：
約

2
週

間
(赤

色
調

が
増

し
た

ら
半

量
ず

つ
交

換
)

全
量

を
一

度
に

交
換

す
る

と
、

染
色

時
間

の
調

整
が

難
し

く
な

る
た

め
半

量
ず

つ
と

し
て

い
る

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
2
.5

％
リ
ン

タ
ン

グ
ス

テ
ン

酸
リ
ン

タ
ン

グ
ス

テ
ン

酸
　

2
.5

ｇ
  

 蒸
留

水
　

1
0
0
ｍ

ｌ
交

換
時

期
：
二

週
間

毎
  

 継
ぎ

足
し

無
し

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
2
.5

％
リ
ン

タ
ン

グ
ス

テ
ン

酸
水

溶
液

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
2
.5

%
ﾘ
ﾝ
ﾀ
ﾝ
ｸ
ﾞｽ

ﾃ
ﾝ
酸

水
溶

液
(月

)・
(水

)全
交

換

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
2
.5

%
リ
ン

タ
ン

グ
ス

テ
ン

酸
水

溶
液

交
換

時
期

：
8
週

間

①
　

使
用

し
て

い
な

い

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
2
.5

%
リ
ン

タ
ン

グ
ス

テ
ン

酸
水

溶
液

そ
の

都
度

新
し

い
試

薬
を

使
用

①
　

使
用

し
て

い
な

い
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施
設

番
号

⑦
　

ラ
イ

ト
グ

リ
ー

ン
②

　
市

販
既

製
品

：
ご

記
入

下
さ

い
③

　
自

家
調

整
：
ご

記
入

下
さ

い

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
0
.2

％
ラ

イ
ト

グ
リ
ー

ン
液

　
和

光
　

ラ
イ

ト
グ

リ
ー

ン
　

0
.2

ｇ
　

　
酢

酸
　

0
.2

ｍ
ｌ　

　
蒸

留
水

　
1
0
0
ｍ

ｌ
　

室
温

保
存

、
1
ヶ

月
に

一
回

交
換

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
0
.2

%
ラ

イ
ト

グ
リ
ー

ン
液

・
ラ

イ
ト

グ
リ
ー

ン
（
和

光
）
　

1
g　

　
・
酢

酸
　

1
m

l　
　

・
蒸

留
水

　
5
0
0
m

l
交

換
時

期
：
約

１
ヶ

月

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
ラ

イ
ト

グ
リ
ー

ン
原

液
　

・
ラ

イ
ト

グ
リ
ー

ン
　

1
ｇ
　

　
・
蒸

留
水

　
5
0
0
m

l　
　

・
酢

酸
　

1
m

l
　

原
液

を
蒸

留
水

で
５

倍
希

釈
し

使
用

　
　

　
　

　
　

【
約

１
カ

月
で

全
交

換
】

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）

0
.2

％
ラ

イ
ト

グ
リ
ー

ン
液

：
2
％

ラ
イ

ト
グ

リ
ー

ン
液

（
武

藤
化

学
）
を

0
.2

％
酢

酸
水

に
て

1
0
倍

希
釈

し
て

使
用

交
換

時
期

：
膠

原
繊

維
の

緑
が

弱
く
な

っ
た

ら
交

換

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
2
％

ラ
イ

ト
グ

リ
-
ン

  
 半

年
間

使
用

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
2
％

酢
酸

2
％

ラ
イ

ト
グ

リ
ー

ン
液

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
2
％

ラ
イ

ト
グ

リ
ー

ン
液

（
武

藤
化

学
）
標

本
を

見
て

交
換

時
期

を
決

め
る

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
マ

ッ
ソ

ン
Ⅲ

ラ
イ

ト
緑

Ｓ
Ｆ

　
1
.0

g　
　

　
蒸

留
水

　
5
0
0
m

l　
　

　
酢

酸
　

1
.0

m
l

1
か

月
以

内
・
ブ

ロ
ッ
ク

4
0
0
個

分
使

用
後

（
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

も
確

認
）

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
0
.2

％
ラ

イ
ト

グ
リ
ー

ン
液

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
0
.2

％
ラ

イ
ト

グ
リ
ー

ン
（
和

光
　

ラ
イ

ト
グ

リ
ー

ン
0
.2

ｇ
、

蒸
留

水
1
0
0
ｍ

ｌ）
使

用
時

1
％

酢
酸

水
1
0
倍

希
釈

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
0
.2

%
ﾗ
ｲ
ﾄｸ

ﾞﾘ
ｰ

ﾝ
(M

E
R

C
K

)水
溶

液
を

、
1
%
酢

酸
水

で
1
0
倍

希
釈

し
て

か
ら

使
用

す
る

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

交
換

目
安

：
約

1
か

月

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
0
.2

％
ラ

イ
ト

グ
リ
ー

ン
液

ラ
イ

ト
グ

リ
ー

ン
　

0
.2

ｇ
　

　
蒸

留
水

　
1
0
0
ｍ

ｌ　
　

酢
酸

　
　

0
.2

ｍ
ｌ

交
換

時
期

：
染

色
性

を
み

て
判

断
　

　
　

　
　

　
　

　
継

ぎ
足

し
無

し

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
0
.2

％
ラ

イ
ト

グ
リ
ー

ン
水

溶
液

+
１

％
酢

酸
水

等
量

  
混

合
液

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
0
.0

4
%
ﾗ
ｲ
ﾄｸ

ﾞﾘ
ｰ

ﾝ
液

　
0
.2

%
ﾗ
ｲ
ﾄｸ

ﾞﾘ
ｰ

ﾝ
水

溶
液

を
1
%
酢

酸
水

で
5
倍

希
釈

月
初

め
全

交
換

②
　

市
販

既
製

品
（
下

記
に

入
力

）
販

売
元

：
武

藤
化

学
株

式
会

社
商

品
名

：
0
.2

%
ラ

イ
ト

グ
リ
ー

ン
液

交
換

時
期

：
8
週

間

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
ラ

イ
ト

緑
Ｓ

Ｆ
　

0
.4

ｇ
　

蒸
留

水
　

2
0
0
m

l　
酢

酸
　

0
.4

m
l

６
か

月
で

交
換

　
継

ぎ
足

し

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
0
.2

%
ラ

イ
ト

グ
リ
ー

ン
液

（
武

藤
化

学
）
を

 1
%
酢

酸
水

溶
液

で
1
0
倍

希
釈

1
ヶ

月
で

交
換

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
2
%
ラ

イ
ト

グ
リ
ー

ン
液

を
0
,2

%
酢

酸
水

で
1
0
倍

希
釈

し
て

使
用
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施
設

番
号

⑧
　

そ
の

他
１

②
　

市
販

既
製

品
：
ご

記
入

下
さ

い
③

　
自

家
調

整
：
ご

記
入

下
さ

い

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
0
.5

％
塩

酸
加

7
0
％

ア
ル

コ
ー

ル

①
　

使
用

し
て

い
な

い

①
　

使
用

し
て

い
な

い

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
1
％

酢
酸

水

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
ブ

ア
ン

液

①
　

使
用

し
て

い
な

い

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）

マ
ッ
ソ

ン
Ⅰ

p
o
n
c
e
au

 d
e
 X

yl
id

in
e
　

0
.6

g
酸

性
フ

ク
シ

ン
　

0
.2

g
ア

ゾ
フ

ロ
キ

シ
ン

　
0
.1

g
蒸

留
水

　
5
0
0
m

l
酢

酸
　

1
.2

m
l

1
か

月
以

内
・
ブ

ロ
ッ
ク

4
0
0
個

分
使

用
後

（
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

も
確

認
）

①
　

使
用

し
て

い
な

い

①
　

使
用

し
て

い
な

い

①
　

使
用

し
て

い
な

い

①
　

使
用

し
て

い
な

い

①
　

使
用

し
て

い
な

い

①
　

使
用

し
て

い
な

い

①
　

使
用

し
て

い
な

い

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
1
%
酢

酸
水

溶
液

そ
の

都
度

新
し

い
試

薬
を

使
用

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
酸

フ
ク

シ
ン

・
ポ

ン
ソ

ー
液

1
%
ポ

ン
ソ

ー
2
R

 :
 1

%
酸

フ
ク

シ
ン

w
を

3
 :
 1

 の
割

合
に

混
合

、
そ

れ
を

0
,2

%
酢

酸
水

で
1
0
倍

希
釈

し
て

使
用
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施
設

番
号

⑧
　

そ
の

他
２

②
　

市
販

既
製

品
：
ご

記
入

下
さ

い
③

　
自

家
調

整
：
ご

記
入

下
さ

い

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
1
％

酢
酸

水

①
　

使
用

し
て

い
な

い

①
　

使
用

し
て

い
な

い

①
　

使
用

し
て

い
な

い

①
　

使
用

し
て

い
な

い

①
　

使
用

し
て

い
な

い

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）

マ
ッ
ソ

ン
Ⅱ

リ
ン

モ
リ
ブ

デ
ン

酸
　

1
5
g

オ
レ

ン
ジ

Ｇ
　

1
0
g

蒸
留

水
　

5
0
0
m

l
1
か

月
以

内
・
ブ

ロ
ッ
ク

4
0
0
個

分
使

用
後

（
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

も
確

認
）

①
　

使
用

し
て

い
な

い

①
　

使
用

し
て

い
な

い

①
　

使
用

し
て

い
な

い

①
　

使
用

し
て

い
な

い

①
　

使
用

し
て

い
な

い

①
　

使
用

し
て

い
な

い

①
　

使
用

し
て

い
な

い

①
　

使
用

し
て

い
な

い

③
　

自
家

調
整

液
（
下

記
に

入
力

）
リ
ン

タ
ン

グ
ス

テ
ン

酸
・
オ

レ
ン

ジ
G

液
リ
ン

タ
ン

グ
ス

テ
ン

酸
4
g,

  
オ

レ
ン

ジ
G

1
g

こ
れ

を
蒸

留
水

1
0
0
m

lに
溶

解
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施
設

番
号

ご
意

見
、

ご
要

望
ご

記
入

下
さ

い

記
入

し
な

い

記
入

し
な

い

記
入

す
る

（
次

に
入

力
し

て
下

さ
い

）
H

,p
yl

o
ri
 の

染
色

に
つ

い
て

行
っ

て
欲

し
い

記
入

す
る

（
次

に
入

力
し

て
下

さ
い

）
・
H

E
染

色
の

精
度

管
理

を
引

き
続

き
行

っ
て

い
た

だ
き

た
い

・
各

施
設

で
使

用
し

て
い

る
ホ

ル
マ

リ
ン

固
定

液
に

つ
い

て
調

査
し

て
い

た
だ

き
た

い

記
入

し
な

い

記
入

し
な

い

記
入

し
な

い

記
入

す
る

（
次

に
入

力
し

て
下

さ
い

）
「
E
M

染
色

を
実

施
し

て
い

る
｣の

回
答

に
つ

い
て

：
病

理
医

か
ら

の
依

頼
が

あ
れ

ば
実

施
し

ま
す

が
、

現
在

依
頼

は
 ほ

と
ん

ど
あ

り
ま

せ
ん

。

記
入

し
な

い

記
入

し
な

い

記
入

し
な

い

記
入

し
な

い

記
入

す
る

（
次

に
入

力
し

て
下

さ
い

）
・
材

料
名

（
パ

ラ
フ

ィ
ン

包
埋

組
織

、
凍

結
標

本
な

ど
）
を

記
載

し
て

ほ
し

か
っ

た
。

・
締

め
切

り
ま

で
の

期
日

が
短

い
。

標
本

作
製

を
伴

う
場

合
は

も
う
少

し
時

間
が

欲
し

い
。

記
入

し
な

い

記
入

し
な

い

記
入

し
な

い

記
入

し
な

い
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EM 染色方法 

 

 

 

脱パラフィン
水洗 数秒
蒸留水 数秒
10%TCA＋10%重クロム酸カリウム等量混合液 10分　（解剖例のみ）
水洗 数秒
70%アルコール 数秒
前田変法レゾルシンフクシン液 1.5～3時間
100%アルコール洗浄 数秒
100%アルコール分別 5～10分
水洗 数秒
2倍カラッチヘマトキシリン 5分
水洗 数秒
0.5％塩酸70％アルコール 10秒
水洗 数秒
温水色だし 10分　
蒸留水 数秒
1%オレンジG 10分　
水洗 数秒
蒸留水 数秒
マッソン液 5～10分
1%酢酸水 数秒
2.5%リンタングステン酸 5～10分
1%酢酸水 数秒
ライトグリーン 5～10分
1%酢酸水 数秒
脱水、透徹、封入

施設番号　７
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EM 染色方法 

 

 
 

 

脱パラフィン

流水水洗 1～2分

蒸留水水洗 5～10秒

前田変法 レゾルシン・フクシン液 30分

100％エタノール 分別 （2槽） 各5～6秒

流水水洗 1分

蒸留水水洗 5～10秒

鉄ヘマトキシリン 10分

0.5％ 塩酸70％アルコール分別 2～3回

温水で色出し 5～10秒

蒸留水水洗 5～10秒

1％ オレンジG 15分

流水水洗 5～10秒

マッソン液 20分

1％ 酢酸液 5～10秒

2.5％ リンタングステン酸 分別 数秒～5分程度（鏡検しながら）

1％ 酢酸液 5～10秒

ライトグリーン液 2～7分程度（鏡検しながら）

流水水洗 5～10秒

脱水・透徹・封入

施設番号　９

脱パラ後、水洗（アルコールなくなるまで）
媒染液　　15分
水洗　　黄味がなくなるまで
９５％アルコール　　馴染ませる程度
レゾルシン・フクシン液（前田変法）　　６０分
９５％アルコール分別　　3槽×5分（十分に）
水洗後、蒸留水を通す
鉄ヘマトキシリン　　1分
水洗　　5分
１％酢酸水に馴染ませる
２％OG水溶液　　3分
１％酢酸水　　馴染ませる程度×2回交換
マッソン液　　20分
１％酢酸水　　馴染ませる程度
2.5%リンタングステン酸　　８～10分様子見ながら
１％酢酸水　　２槽×1分
0.2％アルデヒドフクシン用ライトグリーン　　10分
水洗後、脱水、透徹、封入

施設番号　１０
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EM 染色方法 

 

 
 

 

脱パラフィン

流水水洗 1～2分

蒸留水水洗 5～10秒

前田変法 レゾルシン・フクシン液 30分

100％エタノール 分別 （2槽） 各5～6秒

流水水洗 1分

蒸留水水洗 5～10秒

鉄ヘマトキシリン 10分

0.5％ 塩酸70％アルコール分別 2～3回

温水で色出し 5～10秒

蒸留水水洗 5～10秒

1％ オレンジG 15分

流水水洗 5～10秒

マッソン液 20分

1％ 酢酸液 5～10秒

2.5％ リンタングステン酸 分別 数秒～5分程度（鏡検しながら）

1％ 酢酸液 5～10秒

ライトグリーン液 2～7分程度（鏡検しながら）

流水水洗 5～10秒

脱水・透徹・封入

施設番号　９

脱パラ後、水洗（アルコールなくなるまで）
媒染液　　15分
水洗　　黄味がなくなるまで
９５％アルコール　　馴染ませる程度
レゾルシン・フクシン液（前田変法）　　６０分
９５％アルコール分別　　3槽×5分（十分に）
水洗後、蒸留水を通す
鉄ヘマトキシリン　　1分
水洗　　5分
１％酢酸水に馴染ませる
２％OG水溶液　　3分
１％酢酸水　　馴染ませる程度×2回交換
マッソン液　　20分
１％酢酸水　　馴染ませる程度
2.5%リンタングステン酸　　８～10分様子見ながら
１％酢酸水　　２槽×1分
0.2％アルデヒドフクシン用ライトグリーン　　10分
水洗後、脱水、透徹、封入

施設番号　１０

EM 染色方法 

 

 

 

1） 脱パラ
2） 前田変法レゾルシンフクシン・・・15分
3） １００％アルコールにて分別・・・2回くらい
4） 水洗　蒸留水に通す
5） カラッチのヘマトキシリン・・・15分
6） 水洗　分別　温水にて色だし
7） 0.75％オレンジG・・・10分
8） １％酢酸水・・・２回すすぐ
9） マッソン染色液・・４０分（肝臓など）～６０分（消化器）
10） １％酢酸水・・・２回すすぐ
11） 2.5％リンタングステン酸・・・10秒くらい
12） １％酢酸水・・・４回すすぐ（よくすすぐ）
13） ２％ライドグリーン・・・10秒くらい
14） １％酢酸水・・・２回すすぐ
15） 脱水　透徹　封入

施設番号　１１

脱パラフィン

流水水洗

媒染液 15分

流水水洗 3分

１％塩酸７０％アルコール 5～10回

レゾルシンフクシン液 1時間

純アルコール 5～10回

流水水洗 3分

ブアン液 37℃　15分

流水水洗 3分

ワイゲルト鉄ヘマトキシリン 15分

流水水洗 軽く

１％塩酸７０％アルコール 5～10回

流水水洗 10分

１％酢酸 1分

マッソンB液 10分

１％酢酸 1分

2.5％リンタングステン酸液 10分

１％酢酸 1分

ライトグリーン液 5分

アルコール（脱水）

キシレン（透徹）

施設番号　１２
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EM 染色方法 

 

 

 

脱パラフィン
流水水洗 5分
媒染剤　　 30分
水洗　　　　　　 5分
70％アルコール　　 なじむ程度
前田変法レゾルシンフクシン液 60分
95％アルコール １分
水洗　　　　　　 なじむ程度
2倍カラチヘマトキシリン 3分
分別　　0.5％塩酸アルコール 30秒
色出し（温水） 3分
1％酢酸水 なじむ程度
マッソン染色液B 20秒
1％酢酸水　　 次の染色液にマッソンBの持ち込みがないようにガラスが透明になるくらい洗う
5％リンタングステン酸・0.75％オレンジG　等量混合液 20分
1％酢酸水 次の染色液にオレンジG の持ち込みがないようにガラスが透明になるくらい洗う
2％ライトグリーン液 ４０秒
1％酢酸水 ガラスが透明になるくらい洗う
脱水・透徹・封入

＊　4）　10）　15）　の後、鏡検

施設番号　１５

開始槽
キシレンⅠ※CD 3分
キシレンⅡ 2分
キシレンⅢ 2分

アルコールⅠ※CD 2分
アルコールⅡ 1分
アルコールⅢ 1分

水洗 1分
蒸留水 30秒
酸化媒染液 10分
水洗 1分30秒
局アルコール※C 30秒
純アルコール※C 30秒
ﾚｿﾙｼﾝ・ﾌｸｼﾝ液 40分
純アルコール※C 10秒
局アルコール※C 10秒
水洗 1分
蒸留水 30秒
ﾍﾏﾄｷｼﾘﾝ 10分
水洗 30秒
塩酸アルコール 4秒
水洗 30秒
水洗色出し 8分

酢酸水Ⅰ※D 10秒
マッソンⅠ 30分
酢酸水Ⅰ※D 30秒
酢酸水Ⅱ 10秒
マッソンⅡ 30分
酢酸水Ⅱ 30秒
酢酸水Ⅲ 10秒
マッソンⅢ 30秒
酢酸水Ⅲ 30秒
アルコール１Ｍ※D 20秒
アルコール２ 20秒
アルコール３ 20秒
ヒストクリア１※B 2分
ヒストクリア２ 2分
ヒストクリア３ 2分
終了層ヒストクリア 2分

施設番号　１７
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EM 染色方法 

 

 

 

脱パラフィン
流水水洗 5分
媒染剤　　 30分
水洗　　　　　　 5分
70％アルコール　　 なじむ程度
前田変法レゾルシンフクシン液 60分
95％アルコール １分
水洗　　　　　　 なじむ程度
2倍カラチヘマトキシリン 3分
分別　　0.5％塩酸アルコール 30秒
色出し（温水） 3分
1％酢酸水 なじむ程度
マッソン染色液B 20秒
1％酢酸水　　 次の染色液にマッソンBの持ち込みがないようにガラスが透明になるくらい洗う
5％リンタングステン酸・0.75％オレンジG　等量混合液 20分
1％酢酸水 次の染色液にオレンジG の持ち込みがないようにガラスが透明になるくらい洗う
2％ライトグリーン液 ４０秒
1％酢酸水 ガラスが透明になるくらい洗う
脱水・透徹・封入

＊　4）　10）　15）　の後、鏡検

施設番号　１５

開始槽
キシレンⅠ※CD 3分
キシレンⅡ 2分
キシレンⅢ 2分

アルコールⅠ※CD 2分
アルコールⅡ 1分
アルコールⅢ 1分

水洗 1分
蒸留水 30秒
酸化媒染液 10分
水洗 1分30秒
局アルコール※C 30秒
純アルコール※C 30秒
ﾚｿﾙｼﾝ・ﾌｸｼﾝ液 40分
純アルコール※C 10秒
局アルコール※C 10秒
水洗 1分
蒸留水 30秒
ﾍﾏﾄｷｼﾘﾝ 10分
水洗 30秒
塩酸アルコール 4秒
水洗 30秒
水洗色出し 8分

酢酸水Ⅰ※D 10秒
マッソンⅠ 30分
酢酸水Ⅰ※D 30秒
酢酸水Ⅱ 10秒
マッソンⅡ 30分
酢酸水Ⅱ 30秒
酢酸水Ⅲ 10秒
マッソンⅢ 30秒
酢酸水Ⅲ 30秒
アルコール１Ｍ※D 20秒
アルコール２ 20秒
アルコール３ 20秒
ヒストクリア１※B 2分
ヒストクリア２ 2分
ヒストクリア３ 2分
終了層ヒストクリア 2分

施設番号　１７

EM 染色方法 

 

 

 

 脱パラフィン
 流水水洗→蒸留水
 3％重クロム酸カリウム  60℃　　60分
 流水水洗→蒸留水  10分
 ワイゲルト・レゾルシンフクシン液（前田変法）  90分
 1％塩酸アルコール  30秒
 流水水洗  1分
 ワイゲルトの鉄ヘマトキシリン  5分
 流水水洗  10分
 マッソン液  5分
 1％酢酸水  数回出し入れ
 リンモリブデン酸・オレンジG液  3分
 1％酢酸水  数回出し入れ
 2.5％リンタングステン酸  7分
 1％酢酸水  数回出し入れ
 ライトグリーン液  6分
 流水水洗　  軽く
 1％酢酸水  数回出し入れ
 脱水、透徹、封入

施設番号　１８

試薬 時間

脱パラフィン

流水水洗 2分

媒染剤 30分

流水水洗 2分

95％アルコール 30秒

レゾルシン・フクシン液 30分

95％アルコールⅠ・Ⅱ　　　分別 3分・5分

流水水洗 2分

鉄ヘマトキシリン液　核染 5分

流水水洗 2分

0.2％塩酸アルコール　　分別 10秒

温水水洗　　色だし 5分

マッソン液 20分

1％酢酸液 1分

2.5％リンタンスステン酸液　分別 5分

1％酢酸液 1分

ライトグリーン酢酸液 5分

1％酢酸液 1分

脱水・透徹・封入

施設番号　２８
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EM 染色方法 

 

 

 

　脱パラフィン
　流水水洗
　媒染液 30分
　流水水洗
　95%アルコール 30秒
　前田変法レゾルシンフクシン液 45～60分
　95%アルコール1 5分
　95%アルコール2 5分
　流水水洗
　鉄ヘマトキシリン 10分
　流水水洗
　0.2%塩酸塩酸50%アルコール 10秒
　温水水洗 5分
　1%酢酸水 1分
　1%オレンジG水溶液 2分
　1%酢酸水 1分
　マッソン液 20～30分
　1%酢酸水 1分
　2.5%リンタングステン酸 10分
　1%酢酸水 2分
　ライトグリーン液 10分
　1%酢酸水 1分
　脱水、透徹、封入
※試薬調製時期により染色時間を変更
　 調整直後は染色時間短め

施設番号　３２

３０分

室温１時間以上

１０分

２～３秒

１０分
１分

１０分
１分

１０分
２分
４分
２分

原液　　前田変法　レゾルシンフクシン液　        　

脱パラ→流水水洗
媒染剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
流水水洗
１％HCl８０％アルコール
キムワイプで余分な水分を取り除く

０．２％ライトグリーン液　　　　　　　　　　　　　　　    
１％酢酸水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
脱水、透徹、封入

施設番号　３４

１％OG液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１％酢酸水　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 
マッソン液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１％酢酸水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２．５％リンタングステン酸　　　　　　　　　　　　　　  
 １％酢酸水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

純アルコール　　　　　　　　　　　　　　　
流水水洗　　　　　　　　               鏡検
鉄ヘマトキシリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
流水水洗
１％HCl７０％アルコール　　　　　　　　　　　　　　　　
温水水洗　　　　　　　　　　　　　　　鏡検

― 244 ―



EM 染色方法 

 

 

 

　脱パラフィン
　流水水洗
　媒染液 30分
　流水水洗
　95%アルコール 30秒
　前田変法レゾルシンフクシン液 45～60分
　95%アルコール1 5分
　95%アルコール2 5分
　流水水洗
　鉄ヘマトキシリン 10分
　流水水洗
　0.2%塩酸塩酸50%アルコール 10秒
　温水水洗 5分
　1%酢酸水 1分
　1%オレンジG水溶液 2分
　1%酢酸水 1分
　マッソン液 20～30分
　1%酢酸水 1分
　2.5%リンタングステン酸 10分
　1%酢酸水 2分
　ライトグリーン液 10分
　1%酢酸水 1分
　脱水、透徹、封入
※試薬調製時期により染色時間を変更
　 調整直後は染色時間短め

施設番号　３２

３０分

室温１時間以上

１０分

２～３秒

１０分
１分

１０分
１分

１０分
２分
４分
２分

原液　　前田変法　レゾルシンフクシン液　        　

脱パラ→流水水洗
媒染剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
流水水洗
１％HCl８０％アルコール
キムワイプで余分な水分を取り除く

０．２％ライトグリーン液　　　　　　　　　　　　　　　    
１％酢酸水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
脱水、透徹、封入

施設番号　３４

１％OG液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１％酢酸水　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 
マッソン液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１％酢酸水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２．５％リンタングステン酸　　　　　　　　　　　　　　  
 １％酢酸水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

純アルコール　　　　　　　　　　　　　　　
流水水洗　　　　　　　　               鏡検
鉄ヘマトキシリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
流水水洗
１％HCl７０％アルコール　　　　　　　　　　　　　　　　
温水水洗　　　　　　　　　　　　　　　鏡検

EM 染色方法 

 

 

 

脱パラフィン
流水水洗 10回洗浄
媒染剤 30分
水洗 切片が白くなるまで
100％アルコール 30秒
前田変法レゾルシンフクシン液 60分
100％アルコール 3分
水洗 5回
ヘマトキシリン3G 3分
温水水洗 1分
0.75％オレンジG酢酸溶液 3分
1％酢酸水 2回
マッソン液 10分
1％酢酸水 2回
2.5％リンタングステン酸 10分
1％酢酸水 2回
ライトグリーン酢酸液 10-12分
1％酢酸水 2回
脱水、透徹、封入

施設番号　３８

槽番号 薬液名 染色時間
[２７] 蒸留水
[２３] 媒染液 ● 30分
[２２] 水洗１ ● 10秒
[２１] 水洗２ ∞ 1分
[２４] 1%塩酸70%アルコール ▲ 30秒
[２５] レゾルシン・フクシン ● 30分
[２６] レゾルシン後Aℓ１ ● 10秒
[１３] レゾルシン後Aℓ２ ● 30秒
[１２] レゾルシン後Aℓ３ ▲ 30分
[２２] 水洗１ ● 10秒
[２１] 水洗２ ∞ 1分
[２０] ヘマトキシリン ● 5分
[２２] 水洗１ ● 10秒
[２１] 水洗２ ∞ 1分
[１１] 0.75%オレンジG液 ● 2分
[１０] 1%酢酸水 ● 10秒
[９] 1%酢酸水 ● 30秒
[８] マッソン液 ▲ 20分
[９] 1%酢酸水 ● 10秒
[７] 1%酢酸水 ● 30秒
[６] 2.5%リンタングステン酸 ▲ 20分
[７] 1%酢酸水 ● 10秒
[５] 1%酢酸水 ● 30秒
[４] 0.04%ライト緑液 ▲ 10分
[５] 1%酢酸水 ● 10秒
[３] 1%酢酸水 ● 30秒
[２] 脱水アルコール１ ● 10秒
[１] 脱水アルコール２ ● 10秒
[１９] 脱水アルコール３ ▲ 1分
[１８] 脱水アルコール４ ▲ 2分
[１７] 脱水アルコール５ ▲ 2分
[１６] レモゾール１ ● 10秒
[１５] レモゾール２ ▲ 5分
[１４] レモゾール３

レモゾール４
　 （TIME） ●：時間厳守

▲：状況に応じて延長
∞：必要なだけ延長

（MIX） *：大きく上下して振盪
+：薬液の中で振盪

施設番号　４０
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EM 染色方法 

 

 

 

脱パラ・水洗・蒸留水水洗
媒染剤 30分
水洗 5分
前田変法レゾルシン・フクシン液 3時間
100%アルコール 20回上下
水洗 2分
2倍カラッチ 10分
水洗 2分
1%塩酸70%アルコール 10回上下
水洗 5分
0.75%オレンジG0.1%酢酸水 5分
1%酢酸水 20回上下
マッソン染色液B 1分
1%酢酸水 20回上下
2.5リンタングステン酸水溶液 10分
1%酢酸水 20回上下
0.2%ライトグリーン液 3分
1%酢酸水 20回上下
水洗
脱水・透徹・封入

施設番号　４１

脱パラフィン
水洗槽 １分
媒染液 １０分
水洗槽 １分３０秒
1％塩酸アルコール １０秒
前田変法レゾルシンフクシン液 ４０分
100％アルコール ２０秒
水洗槽 １分
酢酸添加カラッチヘマトキシリン １０分
水洗槽 １分
温水槽 ３分
1％酢酸水 １分
マッソン液 １５分
1％酢酸水 １分
リンモリブデン酸・オレンジＧ液 ２分
1％酢酸水 １分
ライトグリーン酢酸液 ２分
1％酢酸水 １分
100%アルコール ２分
脱水、透徹、封入

施設番号　５０
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EM 染色方法 

 

 

 

脱パラ・水洗・蒸留水水洗
媒染剤 30分
水洗 5分
前田変法レゾルシン・フクシン液 3時間
100%アルコール 20回上下
水洗 2分
2倍カラッチ 10分
水洗 2分
1%塩酸70%アルコール 10回上下
水洗 5分
0.75%オレンジG0.1%酢酸水 5分
1%酢酸水 20回上下
マッソン染色液B 1分
1%酢酸水 20回上下
2.5リンタングステン酸水溶液 10分
1%酢酸水 20回上下
0.2%ライトグリーン液 3分
1%酢酸水 20回上下
水洗
脱水・透徹・封入

施設番号　４１

脱パラフィン
水洗槽 １分
媒染液 １０分
水洗槽 １分３０秒
1％塩酸アルコール １０秒
前田変法レゾルシンフクシン液 ４０分
100％アルコール ２０秒
水洗槽 １分
酢酸添加カラッチヘマトキシリン １０分
水洗槽 １分
温水槽 ３分
1％酢酸水 １分
マッソン液 １５分
1％酢酸水 １分
リンモリブデン酸・オレンジＧ液 ２分
1％酢酸水 １分
ライトグリーン酢酸液 ２分
1％酢酸水 １分
100%アルコール ２分
脱水、透徹、封入

施設番号　５０

EM 染色方法 

 

 

 

脱パラフィン
流水水洗 10回洗浄
媒染液 30分
温水水洗 10回洗浄
95%アルコール1 30秒
前田変法レゾルシンフクシン液 60分
95%アルコール1 30秒
95%アルコール2 5分
流水水洗 10回洗浄
鉄ヘマトキシリン 1分
流水水洗 10回洗浄
0.2%塩酸70%アルコール 30秒
温水水洗 5分
0.75%オレンジG水溶液 5分
1%酢酸水 5回洗浄
マッソン液 30分
1%酢酸水 5回洗浄
2.5%リンタングステン酸 20分
1%酢酸水 5回洗浄
ライトグリーン酢酸液 10分
1%酢酸水 5回洗浄
脱水、透徹、封入

施設番号　５４

脱パラフィン

水洗せず

レゾルシンフクシン液 一晩

流水水洗 ２～３分程度

１％塩酸アルコール　分別 ５～６回上下

流水水洗 ２～３分程度

ヘマトキシリン（カラッチ） ２０分

流水水洗 １０分

酸フクシン・ポンソー液 １０分

0.2％　酢酸液 ５～６回上下

リンタングステン酸・オレンジG液 １０分

0.2％　酢酸液 ５～６回上下

ライトグリーン液 ８分

0.2％　酢酸液 ５～６回上下

脱水・透徹・封入

施設番号　５５
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病理検査サーベイ・アンケート調査のまとめ 
平成 29 年度は、設問５題のフォトサーベイと評価対象外でEM 染色サーベイを実施しま

した。フォトサーベイは、基本的な包埋、薄切、HE 染色、免疫組織化学染色と組織像に関

して出題致しました。また、昨年のアンケートの中で実施したい特殊染色としてEM 染色が

数多く挙げられましたのでEM 染色を選びました。2 年計画で、今年度は各施設の染色状態

を確認させて頂きました。 
１．フォトサーベイについて 
設問３は、複数回答可と記載しましたが、2施設回答数が少なかったです。基底細胞系マ

ーカーとAMACR が選択されていれば、正解としました。AMACR を選択せず p63＋34β
E12 の選択は不正解で判定はD。AMACR＋34βE12 は正解とし判定はB としました。 
設問５は、2 施設が不正解で、小腸と大腸が間違っていました。 
ネットによるフォトサーベイ回答入力で、複数回答の問題ではご不便をかけました。 
来年度は、複数回答は無いように致します。 
２．染色サーベイについて 
EM 染色は、①弾性線維、②膠原線維、③筋線維を染め分ける目的で使用され、組織の線

維化の評価、癌の血管侵襲の評価、血管性病変の評価など病変の診断に用いられます。今回

の標本は、切片が厚いためか、「しわ」などのアーチファクトが見られました。EM 染色の

切片は厚い方がより弾性線維が観察し易いですが、標本の中には、膠原線維や筋線維が目立

ち観察が困難になった例もありました。一方で、切片が薄くても弾性線維が良く観察できる

標本もありました。また、筋線維の染色性では、施設間差（鮮やかな赤 or くすんだ赤など）

が見られました。 
染色サーベイのまとめは技師の感想です。先生方の結果や助言などは 12 月 10 日に開催さ

れますフォローアップ研修会にて詳細に報告致します。 
３．アンケート調査について 

① 参加した施設は 18 施設で、EM 染色を全施設で実施していました。 
② EM 染色の仕方では、用手法が 14 施設、自動染色装置が 3施設、併用が 1 施設でした。 
③ 染色液の中でレゾルシン・フクシン液は、17 施設が同一試薬でした。 
④ EM 染色の方法や染色液など、各施設での今後の参考にしてください。 
 

最後に、病理検査フォトサーベイを作成して頂いた公立藤田総合病院 臨床検査室

加井 丈治技師ならびに多くのご助言を頂いた、白河厚生総合病院 病理診断科 
野沢 佳弘先生、大原綜合病院 病理診断科 内海 康文先生に深く感謝申し上げます。

また、今後フォトサーベイや染色サーベイなどで、各施設にご協力をお願いすると思われ

ますので、快くお引き受けくだされば、幸いです。 
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病理検査サーベイ・アンケート調査のまとめ 
平成 29 年度は、設問５題のフォトサーベイと評価対象外でEM 染色サーベイを実施しま

した。フォトサーベイは、基本的な包埋、薄切、HE 染色、免疫組織化学染色と組織像に関

して出題致しました。また、昨年のアンケートの中で実施したい特殊染色としてEM 染色が

数多く挙げられましたのでEM 染色を選びました。2 年計画で、今年度は各施設の染色状態

を確認させて頂きました。 
１．フォトサーベイについて 
設問３は、複数回答可と記載しましたが、2施設回答数が少なかったです。基底細胞系マ

ーカーとAMACR が選択されていれば、正解としました。AMACR を選択せず p63＋34β
E12 の選択は不正解で判定はD。AMACR＋34βE12 は正解とし判定はB としました。 
設問５は、2 施設が不正解で、小腸と大腸が間違っていました。 
ネットによるフォトサーベイ回答入力で、複数回答の問題ではご不便をかけました。 
来年度は、複数回答は無いように致します。 
２．染色サーベイについて 
EM 染色は、①弾性線維、②膠原線維、③筋線維を染め分ける目的で使用され、組織の線

維化の評価、癌の血管侵襲の評価、血管性病変の評価など病変の診断に用いられます。今回

の標本は、切片が厚いためか、「しわ」などのアーチファクトが見られました。EM 染色の

切片は厚い方がより弾性線維が観察し易いですが、標本の中には、膠原線維や筋線維が目立

ち観察が困難になった例もありました。一方で、切片が薄くても弾性線維が良く観察できる

標本もありました。また、筋線維の染色性では、施設間差（鮮やかな赤 or くすんだ赤など）

が見られました。 
染色サーベイのまとめは技師の感想です。先生方の結果や助言などは 12 月 10 日に開催さ

れますフォローアップ研修会にて詳細に報告致します。 
３．アンケート調査について 

① 参加した施設は 18 施設で、EM 染色を全施設で実施していました。 
② EM 染色の仕方では、用手法が 14 施設、自動染色装置が 3施設、併用が 1 施設でした。 
③ 染色液の中でレゾルシン・フクシン液は、17 施設が同一試薬でした。 
④ EM 染色の方法や染色液など、各施設での今後の参考にしてください。 
 

最後に、病理検査フォトサーベイを作成して頂いた公立藤田総合病院 臨床検査室

加井 丈治技師ならびに多くのご助言を頂いた、白河厚生総合病院 病理診断科 
野沢 佳弘先生、大原綜合病院 病理診断科 内海 康文先生に深く感謝申し上げます。

また、今後フォトサーベイや染色サーベイなどで、各施設にご協力をお願いすると思われ

ますので、快くお引き受けくだされば、幸いです。 

平成 29 年度細胞検査フォトサーベイ 

 
【目 的】 

1.細胞検査技術の共有 
2.判定・診断能力の維持および向上 
3.細胞検査の運用に役立てる 
 
 

【設問分野】 
婦人科 1 問 呼吸器 1 問 
体腔液 1 問 唾液腺 1 問 
消化器（胆汁） 1 問 
唾液腺（教育症例） 1 問 
 
 

【評 価】 
設問 1～5 までは評価対象問題で、教育症例は評価対象外です。 
「臨床検査精度管理調査フォトサーベイ評価法に関する日臨技指針」に基づき評価を

行いました。 
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1 
 

設問・正解・解説

【設問１】 
症 例 ：48 歳、女性 
臨床所見 ：バルトリン腺嚢胞 
検 体 ：子宮頸部擦過 
写 真 ：図１ Pap ×40 図２ Pap ×100  

図３ Pap ×100 
①：NILM（頸内膜腺細胞） ②：LSIL ③：HSIL  
④：SCC（MIC）  ⑤：Adenocarcinoma（腺癌） 

 
正解；③HSIL 
壊死のない綺麗な背景に、N/C 比の増大した傍基底型異型扁平上皮細胞が孤立散在性～

細胞集塊状で出現しています。核腫大、核縁の肥厚、クロマチン顆粒状増量、核の緊満

感、核の不規則重積を認めます。HSIL に相当する細胞像です。 
孤立散在性の核所見、細胞集塊の細胞構築を観察すれば腺癌を否定することは可能と思

われます。 
 
 
 

【設問２】 
症 例 ：69 歳、女性 
臨床所見 ：CT にて右肺上葉に小結節指摘 
検 体 ：肺部分切除、術中迅速組織診の捺印 
写 真 ：図１ Pap ×10 図２ Pap ×100  

図３ PAS ×100 
①：結核腫 ②：クリプトコッカス症 ③：ウイルス感染  
④：ニューモシスチス肺炎 ⑤：白血病 

 
正解；②クリプトコッカス症 
組織球や類上皮細胞を思わせる集塊の中にライトグリーン好染の縁取り（莢膜）をもっ

た円形またはコンタクトレンズ状の淡い胞子を認めます。PAS 染色では莢膜が抜けて

染色されています。組織球による貪食像も良く認められる所見です。 
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1 
 

設問・正解・解説

【設問１】 
症 例 ：48 歳、女性 
臨床所見 ：バルトリン腺嚢胞 
検 体 ：子宮頸部擦過 
写 真 ：図１ Pap ×40 図２ Pap ×100  

図３ Pap ×100 
①：NILM（頸内膜腺細胞） ②：LSIL ③：HSIL  
④：SCC（MIC）  ⑤：Adenocarcinoma（腺癌） 

 
正解；③HSIL 
壊死のない綺麗な背景に、N/C 比の増大した傍基底型異型扁平上皮細胞が孤立散在性～

細胞集塊状で出現しています。核腫大、核縁の肥厚、クロマチン顆粒状増量、核の緊満

感、核の不規則重積を認めます。HSIL に相当する細胞像です。 
孤立散在性の核所見、細胞集塊の細胞構築を観察すれば腺癌を否定することは可能と思

われます。 
 
 
 

【設問２】 
症 例 ：69 歳、女性 
臨床所見 ：CT にて右肺上葉に小結節指摘 
検 体 ：肺部分切除、術中迅速組織診の捺印 
写 真 ：図１ Pap ×10 図２ Pap ×100  

図３ PAS ×100 
①：結核腫 ②：クリプトコッカス症 ③：ウイルス感染  
④：ニューモシスチス肺炎 ⑤：白血病 

 
正解；②クリプトコッカス症 
組織球や類上皮細胞を思わせる集塊の中にライトグリーン好染の縁取り（莢膜）をもっ

た円形またはコンタクトレンズ状の淡い胞子を認めます。PAS 染色では莢膜が抜けて

染色されています。組織球による貪食像も良く認められる所見です。 
 
 
 

2 
 

【設問３】 
症 例 ：65 歳、女性 
臨床所見 ：貧血、腹水貯留 
検 体 ：腹水 
写 真 ：図１ Pap ×40 図２ Pap ×100 

図３ PAS ×100 
①：組織球 ②：リンパ球     ③：悪性リンパ腫  
④：腺癌（胃癌の転移） ⑤：腺癌（乳癌の転移） 

 
正解；⑤腺癌（乳癌の転移） 
核偏在傾向を示す腺系由来の異型細胞が孤立散在性に多数出現しています。核腫大、核

形不整、N/C 比の増大を認めます。また、細胞質内にはエオジン好性および、PAS 染

色陽性の ICL（TypeA）が観察されます。胃癌の低分化腺癌では、PAS 染色は通常泡

沫状びまん性の陽性像を呈します。 
 
 
 

【設問４】 
症 例 ：65 歳、男性 
臨床所見 ：左耳下腺腫瘍 
検 体 ：左耳下腺穿刺 
写 真 ：図１ Pap ×10 図２ Pap  ×20  

図３ Pap ×40 図４ Giemsa ×20 
①：ワルチン腫瘍 ②：単一型腺腫 ③：多形腺腫  
④：腺様嚢胞癌 ⑤：粘表皮癌 

 
正解；③多形腺腫 
Giemsa 染色でメタクロマジーを示す粘液腫様物質と、結合の緩いシート状集塊、管状

集塊が認められます。細胞集塊周囲には紡錘形核を有する筋上皮細胞も散見されます。

細胞異型は見られません。多形腺腫の細胞像です。 
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3 
 

【設問５】 
症 例 ：80 歳、男性 
臨床所見 ：胆管癌疑い 
検 体 ：胆汁 
写 真 ：図１ Pap ×40 図２ Pap ×100 

図３ Pap ×100 
①：再生上皮細胞 ②：扁平上皮癌 ③：腺癌  
④：腺扁平上皮癌 ⑤：肝細胞癌 

 
正解；③腺癌 
核腫大を示す異型胆管上皮細胞が細胞集塊で出現しています。核形不整、核の不規則重

積、細胞配列の乱れ、細胞集塊の凹凸不整を認めます。一見、細胞質の重厚感や細胞間

橋様の所見を認めますが詳細に観察すると細胞質は泡沫状です。貯留胆汁細胞診の細胞

判定基準の悪性判定基準を満たしています。再生上皮細胞において時に明瞭な核小体を

認めますが、核形不整や細胞集塊の凹凸不整等の異型は示しません。 
 
 
 
【教育症例】 

症 例 ：29 歳、女性 
臨床所見 ：右耳下腺腫瘍 
検 体 ：右耳下腺穿刺 
写 真 ：図１Pap ×20 図２ Pap ×40 

図３Pap ×40 図 4  Pap ×40 
図 5 Giemsa ×40 

①：ワルチン腫瘍 ②：多形腺腫 ③：腺房細胞癌 
④：乳腺相似分泌癌 ⑤：粘表皮癌 

 
正解；④乳腺相似分泌癌  
赤血球を背景に上皮細胞が集塊状あるいは孤在性に見られます。線維性間質を軸にもつ

乳頭状集塊やシート状集塊が見られますが、腺上皮細胞と筋上皮細胞とからなる二相性

は確認できません。核は偏在性で、核クロマチンの増量は目立ちませんが、核の腫大と

核形不整、核小体を認めます。また、細胞質内にライトグリーンからヘマトキシリンに

好染する粘液様物質を有しており、Giemsa 染色ではメタクロマジーを示しています。

これは粘液小球状構造（mucous globular structure：MGS）と称される構造物で分泌

癌に特徴的な所見とされています。 
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3 
 

【設問５】 
症 例 ：80 歳、男性 
臨床所見 ：胆管癌疑い 
検 体 ：胆汁 
写 真 ：図１ Pap ×40 図２ Pap ×100 

図３ Pap ×100 
①：再生上皮細胞 ②：扁平上皮癌 ③：腺癌  
④：腺扁平上皮癌 ⑤：肝細胞癌 

 
正解；③腺癌 
核腫大を示す異型胆管上皮細胞が細胞集塊で出現しています。核形不整、核の不規則重

積、細胞配列の乱れ、細胞集塊の凹凸不整を認めます。一見、細胞質の重厚感や細胞間

橋様の所見を認めますが詳細に観察すると細胞質は泡沫状です。貯留胆汁細胞診の細胞

判定基準の悪性判定基準を満たしています。再生上皮細胞において時に明瞭な核小体を

認めますが、核形不整や細胞集塊の凹凸不整等の異型は示しません。 
 
 
 
【教育症例】 

症 例 ：29 歳、女性 
臨床所見 ：右耳下腺腫瘍 
検 体 ：右耳下腺穿刺 
写 真 ：図１Pap ×20 図２ Pap ×40 

図３Pap ×40 図 4  Pap ×40 
図 5 Giemsa ×40 

①：ワルチン腫瘍 ②：多形腺腫 ③：腺房細胞癌 
④：乳腺相似分泌癌 ⑤：粘表皮癌 

 
正解；④乳腺相似分泌癌  
赤血球を背景に上皮細胞が集塊状あるいは孤在性に見られます。線維性間質を軸にもつ

乳頭状集塊やシート状集塊が見られますが、腺上皮細胞と筋上皮細胞とからなる二相性

は確認できません。核は偏在性で、核クロマチンの増量は目立ちませんが、核の腫大と

核形不整、核小体を認めます。また、細胞質内にライトグリーンからヘマトキシリンに

好染する粘液様物質を有しており、Giemsa 染色ではメタクロマジーを示しています。

これは粘液小球状構造（mucous globular structure：MGS）と称される構造物で分泌

癌に特徴的な所見とされています。 

1 
 

設 問 １ 

 
1 図 Pap ×40 
 

 
2 図 Pap ×100 
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3 図 Pap ×100 
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2 
 

 
3 図 Pap ×100 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

3 
 

設 問 ２ 

 
図１ Pap ×10 
 

 
図２ Pap ×100 
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4 
 

 
図３ PAS ×100 
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4 
 

 
図３ PAS ×100 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

5 
 

設 問 3 

 
図１ Pap ×40 
 

 
図２ Pap ×100 
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6 
 

 
図３ PAS ×100 
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6 
 

 
図３ PAS ×100 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

7 
 

設 問 4 

 
図１ Pap ×10 
 

 
図２ Pap  ×20 
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8 
 

 
図３ Pap ×40 
 

 
図４ Giemsa ×20 
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8 
 

 
図３ Pap ×40 
 

 
図４ Giemsa ×20 
 

9 
 

設 問 ５ 

 
図１ Pap ×40 
 

 
図２ Pap ×100 
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10 
 

 
図３ Pap ×100 
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10 
 

 
図３ Pap ×100 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

11 
 

教育症例 

 
図１Pap ×20 
 

 

図２ Pap ×40 
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12 
 

 
図３Pap ×40 
 

 
図 4  Pap ×40 
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12 
 

 
図３Pap ×40 
 

 
図 4  Pap ×40 

 

13 
 

 
図 5 Giemsa ×40 

― 265 ―



施設番号 問１ 問２ 問３ 問４ 問５

③ ② ⑤ ③ ③

③ ② ④ ③ ③

⑤ ② ④ ③ ③

③ ② ⑤ ③ ③

③ ② ④ ③ ④

③ ② ④ ③ ①

③ ② ⑤ ③ ③

③ ② ⑤ ③ ③

⑤ ② ④ ③ ③

③ ② ④ ③ ③

③ ② ④ ③ ③

③ ② ④ ③ ③

③ ② ⑤ ③ ③

③ ② ⑤ ③ ③

③ ② ⑤ ③ ③

③ ② ④ ③ ③

⑤ ② ④ ③ ③

③ ② ④ ③ ③

③ ② ④ ③ ③

正解番号 ③ ② ⑤ ③ ③

正解率（％）

細胞検査サーベイ　解答一覧表
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施設番号 問１ 問２ 問３ 問４ 問５

③ ② ⑤ ③ ③

③ ② ④ ③ ③

⑤ ② ④ ③ ③

③ ② ⑤ ③ ③

③ ② ④ ③ ④

③ ② ④ ③ ①

③ ② ⑤ ③ ③

③ ② ⑤ ③ ③

⑤ ② ④ ③ ③

③ ② ④ ③ ③

③ ② ④ ③ ③

③ ② ④ ③ ③

③ ② ⑤ ③ ③

③ ② ⑤ ③ ③

③ ② ⑤ ③ ③

③ ② ④ ③ ③

⑤ ② ④ ③ ③

③ ② ④ ③ ③

③ ② ④ ③ ③

正解番号 ③ ② ⑤ ③ ③

正解率（％）

細胞検査サーベイ　解答一覧表

※設問3は、正解率が37％と低値であったため評価対象外と致しました。

※設問1.2.4.5の計４設問を評価対象としました。

※判定A：正解数、判定D：不正解数です。

施設番号
判　定

細胞検査サーベイ　検査評価
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細胞検査フォトサーベイ・アンケート調査のまとめ 

 
1.フォトサーベイについて 

平成 29 年度は、例年通り設問 5 題に教育症例 1 題を加えた計 6 題のフォトサーベイ

を実施しました。設問は、①婦人科、②呼吸器、③体腔液、④唾液腺、⑤胆汁の検査材

料を対象と致しました。また、教育症例は唾液腺を提示しました。 
設問 1 婦人科は、多くが HSIL と解答されましたが腺癌と解答された施設も見られま

した。 
設問 2 呼吸器は、正解率 100％でした。 
設問 3 体腔液（腹水）に関しては、正解率が 37％と低値になり評価対象外と致しま

した。細胞像は体腔液中の乳癌（小葉癌）としては典型像と思われましたが、腹水中に

乳癌由来の細胞が出現することは稀であり、また、選択肢内の腺癌（胃癌の転移）でも

印環細胞癌の場合には、ときに PAS 染色で滴状陽性を示す場合があることから正解率

の低値に繋がったと思われます。今後の鏡検で、臨床情報に乏しい女性腹水標本中に今

回の様な ICL の明瞭な異型細胞像が出現した場合には、乳癌の転移（小葉癌）も視野

に入れた診断をして頂ければ有りがたいです。 
設問 4 唾液腺は、正解率 100％でした。 
設問 5 胆汁は、多くが腺癌と解答されましたが再生上皮細胞や腺扁平上皮癌と解答さ

れた施設も見られました。 
教育症例では、2010 年に新たに提唱された唾液腺腫瘍を提示しました。 
特徴的な細胞形態と細胞所見を参考にして頂ければ幸いです。 
 

2.アンケート調査について 
・設問数を増やしてはどうか。 
・現状の通りの実施。 
・ルーチンで見る機会のない軟部検体や皮膚検体も見てみたい。 
 
ご意見を頂き大変ありがとうございました。 
今後の精度管理運営の参考にさせて頂きます。 
 
最後に、細胞検査フォトサーベイに標本を提供して頂いた福島赤十字病院 検査科 

根本 浩 技師、大原綜合病院 病理診断科 和島 ゆみ技師ならびに多くのご助言を頂

いた白河厚生総合病院 病理診断科 野沢 佳弘先生、大原綜合病院 病理診断科 内

海 康文先生に深く感謝申し上げます。また、今後も細胞検査フォトサーベイを継続的

に実施するためにも会員の皆様方の標本提供にご協力をお願い致します。 
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